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●福岡県平均は 96.1％、博多駅の南側～東側エリアではアクセスの良さと割安な価格が評価される動きも 

福岡県においてリセールバリューが算出可能だった駅は72駅で、その平均値は96.1％となった。三大都市圏にお

ける平均値を大きく上回ってはいるものの、これは各都市圏での平均値が近郊～郊外エリアに位置する駅も含ん

でいるためであり、後述のランキングでも示す通り資産価値が大幅に上昇した駅数などではやはり首都圏や近畿

圏の方が圧倒的に多いのが実情である。九州地方の経済的な中核都市をも担っている福岡市においては、近年

にかけて就労のために県内外から移り住む人が増えていることで居住ニーズも年々高まっており、そのことが分

譲マンションにおける資産価値の維持・向上にもつながっている。 

主要駅におけるリセールバリューを色分けした路線図を見ると、青色で示されたリセールバリューが 100％以上の

駅は福岡市中心部に多く分布している。地元住民から住宅地として根強い人気を集めている地下鉄空港線や地

下鉄七隈線における各沿線駅に加えて、最近では市内に移り住んだ住民を中心に博多駅の南側や東側エリアに

対しても同駅へのアクセスの良さと割安な価格を評価する動きが見られ、リセールバリューの数値にもそれらが反

映される結果となった。対象となった72駅の内訳を見ると、青色が25駅（シェア34.7％）、緑色が27駅（同37.5％）

で、それぞれが全体の1／3以上のシェアを占めており、福岡県全体の7割強の主要駅でリセールバリューが90％

以上と非常に高い水準を示している。一方で、福岡県平均を大きく下回る橙色が 18 駅（同 25.0％）、赤色が 2 駅

（同 2.8％）と前述の区分よりもかなり数は少ない。また、新築分譲時に比べて資産価値が 3割以上も目減りした駅

は確認されなかった。 

東京カンテイ、築 10年中古マンションのリセールバリューについて調査・分析 

福岡県でリセールバリューが最も高かった駅は「千早」の 125.1％ 

「札幌」の 165.9％は三大都市圏＆地方圏の中でトップ、宮城県の「北仙台」も高水準 
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2017 年に最もリセールバリューが高かっ

た駅は、JR 鹿児島本線「千早」の 125.1％

となった。博多駅の南側や東側エリアに位

置する駅では、同駅西側の人気住宅エリ

アに比べて新築マンション価格が 2 割～3

割も低い水準にありながらも、福岡市中

心部にはアクセスしやすいことから、その

多くがランキングの上位に登場してきてい

る。また、「千早」では駅前再開発によって

商業施設や飲食店などが増え、日常生活

を送る上での利便性が向上したことも大き

く影響しているものとみられる。人口が転

入超過となっている福岡市において、価

格と交通利便性のバランスが取れ、かつ

生活利便性を向上させるような再開発が

行われるエリアは今後も注目を集めること

が予想される。なお、福岡県におけるラン

キングで第 1 位となった「千早」だが、3 割

～5 割ほど資産価値が向上していた三大

都市圏のトップ駅に比べて小さく、またリ

セールバリューが 100％以上の駅数を見

ても、首都圏で 154 駅、近畿圏で 71 駅と

福岡県の 25 駅を圧倒しており、実需・投

資ニーズの多寡が資産価値の上昇度合

いやその駅数などの違いにはっきりと表

れていることが確認できる。 

主要駅におけるリセールバリューと相場

賃料の関係性を示した散布図を見ると、

概ね“正の相関関係”にあることがわかる。

また、賃料水準が同程度の場合において

表面利回りの違いがリセールバリューに

与える影響については、対象駅数が少な

いこともあって明確な特徴を見出すことは

できないが、表面利回り＝4％未満の駅で

はいずれもリセールバリューが 90％を下

回っていた。そのため、資産性を重要視し

てマンション購入をする場合には、賃料水

準のみならず新築マンション価格がそれ

に対して極端に割高か否かについても十

分注意を払う必要があると言えよう。 

●上位ランキングの大半が福岡市中心部に位置、根強い人気の地下鉄空港線＆七隈線の駅が多く登場
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北海道で最もリセールバリューが高かった駅は

JR 函館本線「札幌」の 165.9％で、これは今回の

調査で掲出した三大都市圏および地方圏におけ

る全ての主要駅の中でも突出した値となっている。

当該駅は言わずと知れた北海道随一のターミナ

ル駅であり、道内を観光する上での拠点性も非

常に高い。そのため、近年では地元住民による

居住目的の購入のみならず国内外の富裕層が

セカンドハウスとして購入する動きも見られ、さら

にそれらのニーズを見込んでの投資マネーも流

入してきており、その結果がリセールバリューの

著しい高さにも表れることとなった。 

宮城県では JR 仙山線「北仙台」の 133.5％がトッ

プとなっている。同駅が位置する上杉エリアは昔

から閑静な住宅地として人気を誇り、また駅勢圏

にある仙台市地下鉄南北線「北仙台」を利用す

ればより短時間でターミナル駅の仙台駅や市街

地中心部にアクセスできることから、比較的高い

リセールバリューを示している。 

広島県で最もリセールバリューが高かった駅は

広島電鉄宇品線「宇品四丁目」の 114.0％で、三

大都市圏や他の地方圏でのランキングトップの

駅に比べると資産価値の上昇度合いは小さい。

ランキング上位の中でリセールバリューが 100％

以上の駅は第 9 位の「市役所前」までで、また

「呉」や「玖村」に至っては 80％を下回ったにもか

かわらずランキング上位 20 駅に登場してきてい

る。直近にかけての価格上昇局面を経て資産価

値が上昇していた駅はごく一部に限られているわ

けなのだが、これは三大都市圏ほど人口規模・

経済規模が大きくはなく、また今回取り上げた他

の地方圏のような人口増加やセカンドニーズの

高まり、投資マネーの流入などもさほど生じてい

ないことに起因しているものと考えられる。 

●中古マンションのリセールバリュー（価格維持率）について

竣工から 10年間が経過した分譲マンション（本調査ではサンプル数を確保するために築後9年～11年の物件）の
うち、現在中古流通している物件を抽出し、分譲当時の価格と現在の価格から算出した指数。 

リセールバリュー（％） ＝ 中古流通時の価格 ÷ 新築分譲時の価格 × 100
なお、専有面積 30 ㎡未満、事務所・店舗用のユニットは集計から除外している。また、駅毎で数値を算出するにあ
たっては一定以上のサンプル数を有する駅に限って掲出している。

●「札幌」は首都圏トップの「馬喰横山」（155.2％）や近畿圏トップの「京都市役所前」（153.5％）をも上回る


